福音の手紙　５回目の出会い
なぜ確信がないのでしょうか
	そのあかしとは、神が私たちに永遠のいのちを与えられたということ、そしてこのいのちが御子のうちにあるということです。御子を持つ者はいのちを持っており、神の御子を持たない者はいのちを持っていません。
 (ヨハネの手紙第一5章11,12節)


現在、教会に通っている人の中には、「私には確信がない」と言う人がいます。そして、言葉では言わなくても、実際の生活から確信のない姿がよく見られます。また、確信がないので世の中のことに夢中になる場合もあります。なぜ多くの神の子どもが救いの確信を持つことができないのでしょうか。

１.　救われた者のいのちがどういうものなのかを知らないからです。
(1)救われたとは、イエスがキリストであることを知的に認め、心で信じて、口で告白したことを意味します。　　(ロマ10:9,10)
(2)イエスをキリストと心に受け入れた時に聖霊がその人の中で働きます。(ロマ8:2、Ⅰコリ3:16、12:3)
(3)いのち(聖霊)のない状態とは
　①約束を破って神様から離れたアダムとエバの状態です。 
　②その霊は悪魔に支配されています。(ヨハ 8:44、使徒 10:38)
③どんなに豊かになっても平安がありません。(マタ11:28,29)
　　④精神的にも苦しみます。(使徒16:16-18)
⑤何かを達成しても終わりのない争いが続きます。(マタ12:25)
　　⑥本人も知らないうちに肉体は悪魔の導きと支配を受けます。(エペ2:2,3)
　　⑦やがて肉体も病むようになります。(使徒8:4-8)
　　⑧死んだ後には地獄が待っています｡(ルカ 16:19-31)
２.　救われた者の祝福を知らないからです。
　(1)救われた者は、災いと刑罰の原因である罪から解放されます。(エペ 2:1)
　　①原罪　　 　      ②罪過　 　      　③先祖の罪
　(2)救われた者は、この世の重荷や悪魔の力から解放されます。(エペ 2:2)
　(3)救われた者は、地獄の力から永遠に解放されます。(エペ 2:6)
　(4)救われた者には、証拠が現れます。(エペ 2:7)

３.　救われた者の特権を知らないからです。(マタ16:13～20)
　(1)福音宣教の特権を、神の子どもにだけ与えてくださいました。
　　①岩のようになる。(聖化)　     　 　②教会を建てる。(救い)
　(2)悪魔の力に勝てる権威を、神の子どもにだけ与えてくださいました。
　　①戦う姿勢(Ⅰペテ5:8、ヤコ4:7) 　  ②最後まで(ルカ18:5)
　(3)祈りが答えられる特権を神の子どもにだけ与えてくださいました。 
　　①未信者(悪魔の子ども)の成功は、神様の計画と悪魔に許された運命の中で与えられるものです。

(箴言 16:4）
　②鍵を持たなければなりません。

４.　救われた者の生き方を知らないからです。
(1)未信者の生き方を考えてみましょう。
　(2)神の子どもの導きを受けなければなりません。(ヨハ 14:26,27）
　　①思い煩いを捨てなければいけません。(Ⅰペテ 5:7）
　　②自我を完全に捨てる時に、すべてを得ます。(ガラ2:20)
　　③隠れた私的な動機は捨てなければなりません。それは勝利の後に失敗します。(使徒 5:1～10）
　(3)聖霊の導きを受けるためには
　　①生活の中心がキリストでなければなりません。(Ⅱコリ 5:17）
　　②生活の優先が祈りになることです。(使徒 16:13,16）
　　③生活のすべてが伝道でなければなりません。(使徒 1:8）

